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阪神・淡路大震災の発生から、 6年の歳月が過ぎました。この震災

では、神戸市内各地に大変大きな被害をおよばしました。本書の発掘

調査が行われた長田区は、その被害が特に甚大なところでした。その

中でも御菅通 。菅原通一帯は地震直後の火災にも遇い、特に被害の大

きかった地区でした。

震災後神戸市は、この地域を神戸国際港都建設事業御菅東地区震災

復興土地区画整理事業区域と定め、復興に努めてまいりました。この

土地区画整理事業の進捗にあわせ、今回報告する御蔵遺跡の埋蔵文化

財発掘調査を進め、飛鳥時代の掘立柱建物等この地域の歴史を考える

上で貴重な成果を得ることができまた。

発掘調査が完了した区域から随時計画に沿った土地区画整理事業が

進み、新たな街づくりがはじまっています。

本書の報告にある過去の人々の営為に思いを馳せるとともに、過去

の経験を活かす一助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査に御協力いただいた方々、関係諸機関に

厚く御礼申しあげます。

2001年 3月

神 戸 市 教 育 委 員 会

教育長 木村良一





例   言

1,本書は、神戸国際港都建設事業御菅東地区震災復興土地区画整理事業に伴い、神戸市都市計画局より委

託され、神戸市教育委員会 。
C材)神戸市体育協会が実施した、御蔵遺跡の第17次 および第38次埋蔵文化

財発掘調査の報告書である。

2.本報告の発掘調査地点は神戸市長田区御蔵通 4丁 目に所在する。

3。 第17次調査の調査次数については調査時には「第23次」と呼称していたが、本報告によって「第17次」

と訂正する。なお、遺物 。図面 。写真等は、「第23次」と記載して保管している。

4.発掘調査は第17次調査は平成■年度、第38次調査は平成12年度に実施した。各調査の調査期間 。調査面

積等は、第 1章第 3節に記載してある通りである。

5。 本書に掲載した位置図は、国土地理院発行の25,000分の 1の地形図「神戸首部」 。「神戸南部」を、詳

細位置図は、神戸市発行の2500分の 1の地形図「大橋」の一部を使用した。

6.本書に用いた方位・座標は平面直角座標系第V系で、当遺跡では真北から30′ 、磁北から7° 10′ 束に

振る。標高はTo P.で表示した。

7.本書の執筆は、第 2章第 1節遺構については第 1章第 3節に記載した各調査担当者が執筆し、第 1章・

第 2章遺物 。第 3章については安田滋が執筆した。これを安田が編集した。

8。 遺構写真は各調査担当者が撮影した。遺物写真については奈良国立文化財研究所 牛嶋 茂氏の指導を

得て、牛嶋氏および杉本和樹氏が撮影した。

9,本調査で出土した馬の歯については奈良国立文化財研究所主任研究官 松井 章氏に御教示いただいた。
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第 1章 はじめに

第 1節 御蔵遺跡の立地

御蔵遺跡は、六甲山系南麓の東西に細長い平野部の西端近くに位置する。現在は」R山

陽本線兵庫駅と新長田駅の中間付近の北側の市街地に存在する。現住所では神戸市長田区

御蔵通 4・ 5。 6丁 目に所在する。遺跡の範囲は東西750m、 南北650mで 、面積は約8.9haで

ある。本報告の調査地は、遺跡の東端にあたり、御蔵通 4丁 目に位置する。

神戸市街地の背後に連なる六甲山系の南麓には、中小河川によって更新世以降に形成さ

れた扇状地や沖積地が発達している。当遺跡は新湊川 (旧刈藻川)左岸の完新世に形成され

た自然堤防上の微高地から後背湿地に立地する。標高は5m前後である。これまでの調査

では、幾層もの洪水砂層が確認されており、河川の管理が行き届かなかった時代においては、

幾度となく洪水にみまわれていたようである。

Ｎ①
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ng.1 御蔵遺跡の位置



旧石器～縄文時代

弥生時代

第 2節 歴史的環境

旧石器時代から縄文時代にかけての遺跡は周辺地域では少なく、明らかではない。

縄文時代晩期末から弥生時代前期なると大開遺跡、戎町遺跡、楠・荒田町遺跡など遺跡

数がやや増加してくる。大開遺跡では弥生時代初頭の環濠集落が見つかっており近畿地方

でも最古の弥生集落の一つである。また戎町遺跡では弥生時代前期の水田が見つかってお

りこの地域の水田農耕の始まりを示す資料である。

弥生時代中期は当地域では、前期から継続する戎町遺跡、楠・荒田町遺跡などを除き、

遺跡数はさほど増加しない。

弥生時代の後期では、松野遺跡、長田神社境内遺跡などがあげられる。遺跡数がやや増

加する傾向がある。弥生時代は、沖積地の可耕地を基礎にして、集落が形成されていくよ

うである。

古墳時代     古墳時代前期には、鷹取町遺跡、若松町遺跡、二番町遺跡などの集落で生活が始まる。

戎町遺跡は前期頃までは継続するが、中期以降集落は途絶える。

周辺の丘陵上には前期古填が築造される。西から得能山古墳、会下山二本松古墳、夢野

丸山古墳が知られている。これらは、この地域の首長層の古墳と考えられる。

古墳時代中期になると、松野遺跡、神楽遺跡、二番町遺跡、上沢遺跡などががあげられ、

いずれも竪穴住居と掘立柱建物によって構成される集落である。特に松野遺跡では豪族居

館と考えられる溝と柵に囲まれた掘立柱建物址が見つかっている。神楽遺跡では韓式系土

器や算盤玉形滑石製紡錘車が出土している。二番町遺跡では、小型倣製鏡が大溝から出土

している。上沢遺跡では大壁造建物や韓式系土器、大量の滑石製玉製品などが検出されて

モヽる。
(15)

中期の古墳では、念仏山古墳が知られている。鰭付円筒埴輪の出上が知られており、地

形などから砂堆上に築造された全長 100mを 越す前方後円墳であると考えられてる。

古墳時代後期には、鷹取町遺跡 。湊川遺跡、楠、荒田町遺跡などの遺跡があげられる。

後期古墳については、丘陵上や刈藻川沿いにかつて存在したようだが、現状ではその実

態を知る手掛かりは少なく、名称のみが伝承するものも多い。

奈良～平安時代  奈良時代には、古墳時代を中心に形成された集落を縫うように古代山陽道が築造される。

この地域での陸上と海上の交通路がより充実していく。奈良時代から平安時代にかけて

の遺跡として、長田野田遺跡、大田町遺跡、神楽遺跡、上沢遺跡などがあげられる。この

うち大田町遺跡は古代山陽道に設置された「須磨駅」の可能性がある。

中世       平安時代末には、平氏政権によって大輪田の泊が修築される。前後する時期からさらに

遺跡数は増加していく。平安時代末から鎌倉時代にかけての集落は、若松町遺跡、二葉町

遺跡、松野遺跡、長田野田遺跡、御船遺跡、長田神社境内遺跡、上沢遺跡、大開遺跡など

があげられる。

‐
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1 御蔵遺跡 6 会下山二本松古墳 二番町遺跡 16 神楽遺跡 21 大田町遺跡

2 楠・荒田町遺跡 7 会下山遺跡 名倉遺跡 17 念仏山古墳 22 若松町古墳

Ｏ
υ 兵庫松本遺跡 上沢遺跡 長田神社境内遺跡 二葉町遺跡

つ
る 長田野田遺跡

4 大開遺跡 9 室内遺跡 14 長田南遺跡 松野遺跡

兵庫津遺跡 10 五番町遺跡 御船遺跡 戎町遺跡

荀g2 周辺の遺跡

つ
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節 調査に至る経緯と経過

1.調査に至る経緯

御蔵遺跡は平成 2年度に御蔵通 4丁 目において、みすが地域福祉センター建設に伴う発

掘調査で初めて発見された遺跡である。この第 1次調査時には平安時代後期から中世にか

けての遺物包含層は見つかったが、遺構等は検出されず遺跡の性格等は不明であった。

この第 1次調査以降長らく当遺跡内では調査は行われておらず、遺跡の広がりや性格は

不明のままであった。

当地区は長田区役所等の行政施設が集積するエリアの南方に位置し、震災前は戦前長屋

等が残る住宅地として、また市場 。商店街や家内工業を中心とした中小規模の工場が立地

する地域であった。

平成 7年 1月 17日 、阪神・淡路大震災が発生し、神戸市内各地で甚大な被害をもたらし

た。中でも長田区は被害の大きかった地域であったが、御蔵通・菅原通は地震直後の大火

災にも遇い約 9割の建物が大きな被害を受けた。

神戸市は早期の復興および安全で快適な市街地整備のため、平成 7年 3月 17日 御菅東地

区震災復興土地区画整理事業として都市計画を決定した。そして平成 8年■月6日 に事業

計画が、平成 9年■月27日 に地区計画が決定し、事業が本格的に始まった。

平成10年度に行った、御菅西地区土地区画整理事業区域内の被災者受け皿住宅である、

市営御菅西第 1住宅建設に伴う発掘調査 (第 2次調査)において、奈良時代の掘立柱建物

建物や井戸が見つかり、初めて御蔵遺跡の遺構が明らかになった。

御菅東地区においても同様の遺構が存在する可能性があるため、事業の進捗に伴いそれ

まで不明であった御蔵遺跡の範囲を把握するために、平成10年 6月 24日 に事業区城内の試

掘・確認調査を実施した。

その結果、御菅東地区においても遺構や遺物が発見され、遺跡の広がりがほぼ確認された。

その結果を基に、平成■年 6月 14日 から区画道路部分についての本発掘調査を実施した。

2.調査の経過

今回報告する当地区の本発掘調査は、平成11年度に実施した第17次調査と平成12年度に

実施した第38次調査である。調査は事業の進捗に合わせて、事業区域内で遺跡の存在する

範囲の区画道路部分について実施した。また道路側清部分については工事によって遺物包

含層並びに遺構面が削平されるおそれのあるレベルまでの調査とした。

平成■年度の第17次調査は、平成11年 6月 14日 から7月 15日 (第 17‐ 1次 )、 7月 26日 か

ら8月 10日 (第 17-2次)、 9月 21日 から9月 28日 (第 17‐3次 )、 ■月4日 から■月10日 (第

17‐4次 )、 ■月16日 から11月 22日 (第 17-5次 )、 12月 14日 から12月 21日 (第 17‐6次)の計

6回に分けて実施した。

平成12年度の第38次調査は、平成12年 5月 30日 から6月 8日 (第 38‐ 1次)、 7月 10日 から

7月 14日 (第3罷次)、 8月 24日 から9月 5日 (第383次)までの計 3回に分けて実施した。

望‐



本報告の調査一覧

年度 次数 調査開始日 調査終了日 調査面積 調査地区 調査担当者

17‐ 1 H ll 6 14 H ll 7 15 165ド 第 2調査区中・南

第 5調査区

西岡 誠司

17‐2 H ll. 7.26 H ll. 8。 10 80∬ 第 2調査区 北 池田  毅

17‐3 HH ∩
υ 21 H ll. 9. 28 35ド 第 2調査区 北 中居 さやか

17‐4 H ll. 11. 4 H ll 10 72ド 第 1調査区 南 安田  滋

阿部  敬生

17‐5 H ll. 11. 16 H ll。  11. 22 67ド 第 4調査区 安田  滋

17‐6 H ll. 12. 14 H ll, 12. 21 120ド 第 1調査区 北 安田  滋

12 38‐1 H12. 5, 30 H12. 6. 8 100ド 第 1調査区 中 阿部  功

38‐2 H12. 7. 10 H12. 7. 14 23だ 第 3調査区 東 阿部  功

Ｏ
υ

８Ｏ
υ H12. 8. 24 H12. 9. 5 16∬ 第 3調査区 西 F可吉焉   功

骸

¬g3 調査地位置図 (S=1/2500)
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第 4節 調査体制

平成■年度 (第 17次調査 )

神戸市文化財保護審議会委員 史跡・考古担当

檀 上 重 光  前神戸女子短期大学教授

工 楽 善 通  ユネスコ・アジア文化センター文化遺産保護協力事務所研修部長

和 田 晴 吾  立命館大学文学部教授

教育委員会事務局

教育長       鞍本 昌男

社会教育部長    水田 裕次

文化財課長     大勝 俊一

埋蔵文化財係長   渡辺 伸行

文化財課主査    丹治 康明

同      丸山  潔

同       菅本 宏明

事務担当学芸員   東 喜代秀

同       井尻  格

同       藤井 太郎

遺物整理担当学芸員 平田 朋子

保存科学担当学芸員 千種  浩

中村 大介

平成12年度 (第38次調査 。遺物整理業務)

神戸市文化財保護審議会委員 史跡・考古担当

檀 上 重 光  前神戸女子短期大学教授

工 楽 善 通  ユネスコ。アジア文化センター文化遺産保護協力事務所研修部長

和 田 晴 吾  立命館大学文学部教授

教育委員会事務局

教育長     木村 良一

社会教育部長  水田 裕次

文化財課長   大勝 俊一

社会孜育部主幹 渡辺 伸行

(埋蔵文化財指導係長事務取扱)埋 蔵文化財調査係長 丹治

事務担当学芸員 西岡 誠司   文化財課主査    宮本

同     東 喜代秀     同       丸山

同     橋詰 清孝     同       菅本

事務担当学芸員   山口

遺物整理担学芸員  谷

保存科学担当学芸員 千種

同       中村

(財)神戸市体育協会

会長       笹山 幸俊

副会長      田村 篤雄

専務理事 (兼務) 田村 篤雄

常務理事     中野 洋二

同      静観 圭一

総務課長     村田 孝政

総務課主幹    中西 光男

同      奥田 哲通

総務課主査    丹治 康明

事務担当学芸員  斎木  巌

調査担当学芸員  西岡 誠司

同      安田  滋

同      池田  毅

同      阿部 敬生

同      中居さやか

(財)神戸市体育協会

会長       笹山 幸俊

副会長      木村 良一

同      鞍本 昌男

(専務理事事務取扱 )

康明    同      山田  隆

郁雄    同      家治川 豊

潔  相談役      加茂川 守

宏明  常務理事     静観 圭一

英正  参事       財田 美信

正俊  総務課長     前田 豊晴

浩  事業係長     瀬田 吉則

大介  事業係主査 (兼務)丸山  潔

同  (兼 務)菅本 宏明

事務担当学芸員  斎木  巌

調査担当学芸員  阿部  功
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第 2章 調査の成果

第 1節 はじめに

1.調査区の設定

第 1章で述べたように発掘調査は事業の進捗に合わせて行ったため、同じ区画道路部分

の調査に関しても、細切れの調査になっている。今回の報告では、調査次数とは別に各道

路毎に調査区を設定して報告する。なお各調査次数と、今回報告の調査区の関係はig。4の

通りである。

2.基本層序

今回報告する区域での層序は各調査区ほぼ同様で、上層から盛土 。近現代の耕土・明灰

褐色中砂 (中世から近世の旧耕土)・ 灰色砂混じリシル ト (奈良時代から中世の遺物包含

層)。 黒褐色砂混じリシル ト (弥生時代後期末から奈良時代の遺物包含層)・ 黄褐色粘土

～粗砂 (遺構面)と なる。部分的には層の欠落する部分がある。

45m

第]調査区 A

2

4

5

7

現代盛土

近現代耕土

明黄褐色ンルト～中砂

淡灰色中砂

灰色砂混リシルト

明灰帽色シルト混中砂

晴灰褐色シルト(遺物包含層)

黒茶掲色ンルト混粗砂 (SX05埋土)

茶掲色シルト

黄掲色粘土～粗砂

臼
●g.4 調査区配置図
(数字は調査次数、アルフアベットは層序図の位置を表す)

１

２

３

４

５

６

フ

８

９

‐０

第1調査区 B

17‐4

38-3  38‐2

第3調査区 〈
C

第
2
調
査
区

1フ‐
1

‐
7‐
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SDO¬

S D02

S D03

S D04

S K01

S X01

S X02

S X03・ S X04

第 2節 遺構

1.第 1調査区

第 1調査区は幅 6m、 長 さ約100mの区画道路 6号線の北半部分の調査区である。この調

査区からは、土坑 2基、溝 4条、不定形の落ち込み 3基、ピット等が検出された。

S D01は 調査区北半で検出した北西から南東方向の浅い清状の遺構で、幅 0,9m、 深さ10cm、

長 さ5mを測る。埋土は黒灰色シル トである。この遺構の底では馬と思われる足跡が多数

検出された。

S D02は調査区北半で検出した北東から南西方向の浅い溝状の遺構で、幅 3.Om、 深さ15

cmを測る。埋土は暗灰褐色シル トである。出土遺物は土師器の小片のみで詳細な時期は明

らかではないが、 S D01に切 られていることから、奈良時代～平安時代前期のものと考え

られる。

S D03は調査区中央で検出した幅90～ 115cm、 深 さは20cm前後の東西方向の清である。

両端は調査区外へと続 く。埋土は基本的に上から細砂混 じりの暗灰褐色粘質土、暗灰褐色

粘質土、暗灰帽色砂質シル トである。出土遺物は小片が大半であるが、奈良時代～平安時

代のものと考えられる須恵器、土師器が出土 している。

S D04は調査区中央部で検出した幅65～ 90cm、 深 さは25cm前後の東西方向の清である。

両端は調査区外へと続 く。埋土は上から褐灰色細砂、暗褐灰色シル ト質細砂、黒灰色砂質

シル ト、灰色シル ト質極細砂、暗灰色砂質シル トである。 S D03か ら南に約 5m離れてほ

ぼ平行 しており、御蔵遺跡で見つかっている建物の方向と同じく、ほぼ東西方向を向く。

これらのことから、この 2本の溝の間は道路の可能性がある。出土遺物は小片が大半であ

るが、奈良時代～平安時代前半と考えられる須恵器、土師器が出土 している。

S K01は直径 1.7m、 深さ1.lmの 円筒形の土坑である。埋土の観察から水が溜まっていた形

跡があり、また最終的には人為的に埋められた様子が伺える。形状や埋上の状況から水溜

めの遺構と考えられる。

S X01は調査区の北東隅で検出された幅 1。3m以上、深 さ15cmの 浅い落ち込み状の遺構で

ある。調査区外に広がるため全体の形状は不明である。出土遺物は須恵器・土師器の小片

のみであるが、12世紀～13世紀頃のものと考えられる。

S X02は幅2.5m、 深さ20cmの浅い溝状の遺構で、北側ではほぼ直角に曲がり東側に続く。

南側では東側に広がる。遺構の底には馬と思われる足跡が多数検出された。出土遺物は小

片が大半であるが、平安時代前半 (9世紀～10世紀)の須恵器、土師器、黒色土器、瓦片

が出土 している。

S X 03と S X04は調査区中央で検出した幅15～ 35cm、 深 さは検出面から2～ 6cmの東西方

向に続 く窪みである。東側は調査区外へと続 く。埋土は暗紫灰色粘質土混 じりの暗灰色砂

質シル トである。遺構底は不定形な窪み状を呈 しており、深 さは一定ではないので、牛や

馬などの踏み込みによるものと考えられる。出土遺物は微細な小片が大半であるが、奈良

時代のものと考えられる須恵器、土師器が出土 している。

SX05は不定形の浅い落ち込みである。調査区内では5,8m× 3.5mの 範囲で、深 さ10cmS X05

-8-
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SBO]

S B02

程度窪んでいるが、調査区の東側に広がるため全体の形状は不明である。遺構の底には馬

と思われる足跡が多数検出された。須恵器・土師器が出上した小片のため詳細な時期は明

らかではないが、奈良時代～平安時代前半のものと考えられる。

2。 第 2調査区

第 2調査区は幅 6m、 長さ約 100mの 区画道路 6号線の南半部分の調査区である。この調

査区からは、掘立柱建物 3棟、不定形の落ち込み 2基が検出された。

S B01は一辺が東西3.5m、 南北3.2mの 平面形がほぼ正方形の建物で、 2間×2間の総柱の

構造になっている。柱間距離は東西方向が1.6～ 1.8m、 南北方向が1.5mを測る。南北方向の

軸はN6° Wを向く。柱の痕跡は無く、抜き取られているようである。掘形の形状は一辺

50cmか ら70crnの方形ないし長方形を呈している。一部柱を抜いたために掘形の形状が崩れ

ているものもある。柱穴からは土器の小片が出上している程度で、建物の時期比定は難し

いが、建物の規模・形状・方向性や後述するS B02の西辺と、この建物の東辺の柱通りが

並ぶことから、S B02と 同時期の建物と考えられ、飛鳥時代 (7世紀前半)の建物と考え

られる。

S B02は一辺が東西4.8m、 南北4.5mの平面形がほぼ正方形の建物で、 3間 ×3間の側柱の

みの構造になっている。柱間距離は東西方向が1.6～ 1.8m、 南北方向が1.5mを測る。南北方

向の軸はN7° Wを向く。掘形の形状は一辺70cmか ら100cmの 方形ないし不定形を呈して
(26)

いる。建物北東コーナーの柱穴の柱痕部分より、飛鳥時代 (T K209型式～T K217型式、

7世紀初頭～前半)に属する遺物が出土しており、この建物の存在時期を示す遺物と考え

られる。
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ng.8 S B01 平面・断面図
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SB03

SX06

S X07

SD05

S B03は一辺が東西3,7m、 南北3,9mの平面形がほぼ正方形の建物で、側柱は 2間 × 2間、

東西方向中央列は柱間1.1～ 1.2mの 間隔で 3間の構造になっている。柱間距離は東西方向が

1.8～ 1.9m、 南ゴヒ方向が1.7～ 2.lmを 測 る。南北方向の軸はN7° Wを向く。柱の痕跡が無い

ものもあり、一部の柱は抜き取 られているようである。掘形の形状は一辺70cmの方形を呈

している。一部柱を抜いたために掘形の形状が崩れているものもある。柱穴からは、土器

は小片が出上 している程度なので建物の時期比定は難 しいが、建物の規模・形状・方向性

からS B02と 同時期の建物 と考えられ、飛鳥時代 (7世紀前半)の建物 と考えられる。建

物 とは直接関係する遺物ではないが、南辺中央の柱穴から弥生時代後期末の讃岐産二重口

縁壷の破片が出上 している。

S X06は深 さ約20cmの浅い落ち込みである。遺構内からは弥生時代後期末の河内産庄内甕

片が出土 しているが、第 1調査区の S X05と 同様の埋土であり、また落ち込みの西肩の方

向が同じであるため、 S X05の 続きと考えられる。

S X07は調査区の南端で見つかった浅い落ち込みである。暗茶褐色砂混 じリシル トを埋土

として弥生時代後期末の遺物を含む。この中から吉備系の甕片が出上 している (PL.8左上

中段)。

3.第 3調査 区

第 3調査区は幅4m、 長さ21mの歩行者専用道路 1号線のうち現況道路部分を除いた幅2m

長さ19mの調査区である。この調査区からは、溝 1条、ピット6基が検出された。

S D05は 幅48cm前後、深 さは検出面から20cm前後の北西から南東方向の清である。両端

は調査区外へ続 く。埋土は暗黒灰色シル トである。出土遺物はなかった。

砲 / ∠A

＼ IA

一一ＳＰ０２Ю
一

SD05ジ /

毯
へ＼ ／

／IA

⑬ SPOl

IA
2m   /

__◎ __

ng,11 第 3調査区 平面図
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ビット

SD06

SX08

ビッ ト

ピットは 6基を検出した。直径15～ 45cm、 深さは検出面から5～ 25cmで ある。出土遺物

は一部のピットから土師器の小片が出上したのみである。このうちS P01と S P02はすぐ

北側で、平成■年度に行った個人住宅建設に伴う第30(旧35)次調査でみつかっている2

基の柱穴と合わせて 2間×4間の掘立柱建物になる可能性がある。

4.第 4調査区

第 4調査区は幅 6m、 長さ約60mの区画道路 8号線のうち、試掘調査で遺跡の存在が確認

された西端から■mま での調査区である。この調査区からは、溝 3条、不定形の落ち込み

1基、ピット1基が検出された。

S D06は調査区の中央で検出された溝で幅60crlll、 深さ20crnを 測る。北西から南東方向に

流れている。この溝より東では柱穴等の遺構は見られないことから、なんらかの区画を示

す溝と考えられる。

S X08は不定形の浅い落ち込みである。調査区内では7.5m× 1,lmを測るが、調査区の南

側に広がるため全体の形状は不明である。深さは5 cm程度である。遺構の底には馬と思わ

れる足跡が多数検出された。

ピットは調査区の西端で 1基確認された。掘形は一辺60cmの隅丸方形を呈し、深さは35

clnを測る。柱痕は現代の攪乱のため検出されなかった。第 2調査区で確認された掘立柱建

物 S B03の北東コーナーの柱穴である。

日g.12 第 4調査区 平面図

■4



SD09

SD10

SK02

SP03

5。 第 5調査区

第 5調査区は区画道路 1号線のうち現況道路が北側に拡張 される部分のうち、試掘調査

で遺跡の存在が確認 された範囲までの調査区で、幅 1.5m、 長 さ16mの調査区である。この

調査区からは、土坑 1基、溝 2条、不定形の落ち込み 1基、ピット1基が検出された。

S D09は調査区の中央東で検出された溝で幅30～ 60crn、 深 さ15cmを 測る。東西方向に流

れており、後述するS K02を切る。埋土から7世紀代の須恵器と土師器の小片が出土 して

モヽる。

S D10は調査区の中央東で検出された溝で幅約60crn、 深さ10cmを 測る。東西方向に流れ

ており、 S D09の北側約 2mで平行 している。埋土内から7世紀前半代の須恵器の堺・甕 と

土師器の小片が出土 している。

S K02は幅1.9m、 長 さlm以上の土坑である。南北は調査区外に続くことから全体の形状

は明らかでない。須恵器と土師器の甕の破片が出土 しているが時期は明らかでない。

S P03は 直径50～60cm深 さ30cmである。平成11年度に、調査地の北側で個人住宅建設に

伴って実施 した第27(旧 32)次調査で検出された2問 ×3間以上の掘立柱建物 (S B01)の 東側

柱穴の一部である。

0                      4m

¬g.]3 第 5調査区 平面図
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弥生時代後期末

飛鳥時代

奈良時代～

平安時代

第 3節 遺物

今回の調査では、遺構に伴って出上 した遺物は少量で、そのほとんどが遺物包合層から

の出土である。

1は遺構 とは直接関係ないが、 S B03の 柱穴内から出上した讃岐産二重口縁壷の口縁部

である。胎土は角セン石を含んだ茶褐色を呈す。弥生時代後期末 (庄内併行期)に属する

と考えられる。同時期の遺物としては第 2調査区から河内産甕の口縁部 (趾ぉ8左上写真下段)

と吉備産甕の口縁部 (PL.8左上写真中段)が出上しており、各地からの搬入品が含まれて

いる。これら、弥生時代後期末の遺物は今回の調査地の南半に堆積する黒褐色 シル ト層か

ら出上 している。

2～ 5は須恵器の不蓋で、不H蓋 と、邪G蓋がある。口径は10cm前後から■cmである。

2は第 2調査区 S B02か らの柱久出土で、建物の時期を示す資料である。6は須恵器の壷

蓋 と考えられる。口径は9.8cmを測 り、日縁端部は内側に肥厚する。 7～■は須恵器の不

である。 7・ 8は不Hで、10。 ■は邦 Gである。口径は10は9,4cm、 ■は10.8cmを 測る。

12は土師器の郭で内外面はヨコナデを施す。日径は■.2cmを測る。13・ 14は須恵器の甕の

口縁部で13は内彎して立ち上がる日縁部を持ち、日縁端部は内側に肥厚 し内傾する面を持 つ。

外面には 2条の沈線を巡らし、その上下に波状文を施す。14は 内側に屈曲する受け口状の

口縁を持つ。外面には屈曲部に突帯を巡 らしその下に波状文を施す。13・ 14共 に胎土は明

灰色である。15は土師質の釣鐘形蛸壷の釣 り手部分である。 2～ 15の土器類は 7世紀前半

の飛J亀時代のもので、調査地南半からの出上が多い。

16～ 18は須恵器の郭蓋で偏平な天丼部につまみを持つ。19は須恵器の不Aで体部は斜めに

たちあがり口縁端部は若千外反する。20～ 25は須恵器の郭Bである。高台がやや内側に付き、

底部から緩やかに屈曲して上方に延びる体部のもの (20～22)と 、高台が体部との境 目付

近に付き、斜めに直線的に広がる体部のもの (23～25)と がある。前者は 8世紀代、後者

は 9世紀代のものである。26。 27は須恵器の婉で平高台に斜めに直線的に開く体部を持つ。

28。 29は貼 り付け輪高台を持つ須恵器の皿で、灰釉陶器の皿を模 したものである。30'31

は須恵器の壷の底部である。31は底部の外側に輪高台を貼 り付ける。32は双耳壺の肩部で

ある。肩部に 1条の突帯を巡 らし偏平な把手を付ける。33は土師器の鉢の底部と考えられる。

34。 35は土師器の甕で、35は内面にケズ リを施す。36・ 37は灰釉陶器の婉で、36の 内外面

には淡緑灰色の釉がかかる。38。 39イま緑釉陶器の婉で、いずれも胎土は土師質である。淡

緑色の釉がかかる。以上16～ 391よ 8世紀～10世紀の奈良時代から平安時代前半の遺物で、

特に9世紀～10世紀の遺物は今回の調査地北半からの出土が多い。以上の上器類のほか第

1調査区北半からは馬の下顎第 3後臼歯が出上している (PL。 9)。 出土層位から平安時代

前半のものと考えられる。

遺物 出土地区一覧

出土地区 争号 出土地区 辟掲 出土地区 出土地区 尊号 出土地区 口
帝 出土地区 番

=
出土地区 出土地区

l 2区SB03柱穴 2区中 5区 1区】ヒ 1区SD04 2区 中 1区北 区】ヒ

2区SB02柱穴 7 5区 2区南 17 2区中 1区 中 1区北 1区】ヒ 区中

3 5区 2区中 2区北 2区中 1区 中 2区中 2区中 区北

4 5区 2区中 2区北 1区北 24 5区 1区北 1区北 区中

5区 2区南 2区中 2区中 1区中 1区北 5区

‐16‐
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弥生時代後期末

飛鳥時代

奈良時代～

平安時代

第 3 主早 まとめ

本報告の調査は、御蔵遺跡全体の中で東端に位置するが、飛′亀時代の掘立柱建物 3棟が

見つかるなどの成果を得た。今回の調査は第 1章でも述べたように御菅東地区震災復興土

地区画整理事業の道路部分の調査であったが、この道路工事と共に御菅東地区では住宅等

の復興 も進んでおり、それに伴 う埋蔵文化財の発掘調査 も今回の調査地の近辺で数回行わ

れている。以下、それらの調査成果も含め御蔵遺跡東半にあたる国道28号繰以束の遺跡の

状況をみる。

今回の調査地 を合め、近接 した地区では弥生時代後期末 (庄内併行期)の遺構は見つか

っていないが、遺物包含層等から遺物が若干出上 している。これらの遺物の中には、讃岐

地域、吉備地域、河内地域から搬入された土器が含まれている。当遺跡の中心から西半に

あたる御菅西地区の土地区画整理事業に伴 う調査においても、同時期の住居址や土器溜 ま

り等の遺構が見つかっており、その中にも他地域からの搬入土器が混 じっている。六甲山

南麓の神戸市域において、この様に他地域からの搬入土器が多く出土する遺跡としては、

東灘区の森北町遺跡が挙げられ、御蔵遺跡 も森北町遺跡と同様に、この時期の中心的な集

落と言える。但 し、御菅西地区においても住居址はこれまで 1棟 しか見つかっておらず、

今後の調査において居住域が確認されることが期待 される。

この時期の遺物は第 2・ 第 5調査区からのみ出土 しており、今回の調査区域では南半に

近接する地点に、この時期の遺構が存在するものと思われる。

飛鳥時代の遺構 としては掘立柱建物が 3棟みつかった。このうち 2棟は 2間× 2間の総

柱の建物で、規模 もほぼ同じである。柱の掘形 も一辺50cm～ 70cmと 、この時期の建物 として

は大きく倉庫の可能性が高い。 S B02は 3間×3間の側柱のみの建物だが、柱穴の柱痕から

須恵器の不蓋が口縁を上に向けて据えた状態で出上 しており、建物の時期を示す資料である。

この遺物からS B02は 7世紀前半の建物 と考えられるが、他の 2棟 も柱穴の埋土は同様で、

建物の方向も同じくするので同時期の建物 と考えられる。このように方向を同一にし、整

然と並んだ倉庫を合む建物群があったことが、今回の調査で明らかになった。建物の方向は、

この地域の現況地割 り方向とは違い、ほぼ南】しを意識 した方向である。

この付近では今回報告 した建物以外にも 3ないし4棟の掘立柱建物がみつかっている。

そのうち 2棟は当調査で見つかった建物 とは違い、 2間× 3間以上の長方形の側柱のみの

建物であり、柱穴 も小 さい。また建物の方向もやや西に振る。これらの建物の柱穴からは

少量の遺物 しか出上 していないため、建物の正確な時期は判 らないが、付近から出土する

遺物を見ると今回の調査で見つかった 3棟 とほぼ同時期と考えられる。このことから、性

格の違 う建物が同時期に存在 したと考えられる。

今回の調査で見つかった建物 も含め、これ らの建物群は、今回の調査地区の南半から主

に見つかっており、飛′亀時代の遺物 も南半に集中することから、倉庫を含めた建物群がこ

の地域に集まっていたものと考えられる。

奈良時代から平安時代の遺構は主に北半の調査区からみつかっている。灰釉陶器や緑釉

陶器の破片や瓦片 も出土 しており、付近に何 らかの建物があったと考えられる。浅い落ち

‐18‐
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込み状の遺構の底には、馬と考えられる足跡が多数見られるものが多い。また馬の自歯 も

第 1調査区から出土 していることから、付近で馬を飼育 していたものと考えられる。今回

の調査地北半では主に 9世紀から10世紀の遺物が出上 していることから、これらの遺構は

平安時代前半の時期を中心とする遺構 と考えられる。第 1調査区で見つかった S D03・ S

D04の 2条の溝は、ほぼ東西方向を向いており。この時期の遺構 も飛′亀時代と同様、現況地

割 りとは違い、真の東西南北を意識 した遺構である。

以上、今回の調査地およびその付近では、弥生時代後期末・飛鳥時代・平安時代前期 と

3時期の遺構 。遺物が見つかっており、それぞれの時期において比較的大規模な集落が営

まれていたと考えられる。
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